
Ⅰ 学校概要 

１ 学校名，位置および設置学級数 

(1) 校名    沖縄県立 開邦中学校・高等学校 

(2) 位置 沖縄県島尻郡南風原町字新川６４６番地 

(3) 中学校

① 設 置 形 態 併設型

② 設置学級数 １学年２学級 ８０人

③ 通 学 区 域 県全域 （学生寮はなし）

(4) 高等学校

① 設置学科 全日制課程：学術探究科，学術文科，学術理科，芸術科(音楽コース・美術コース)

② 定  員

１学年 学術探究科 ２００名（５学級）

芸 術 科  ４０名｛１学級（音楽コース２０名・美術コース２０名）｝ 

２学年 学術文科・学術理科 ２００名（５学級） 

芸 術 科  ４０名｛１学級（音楽コース２０名・美術コース２０名）｝ 

３学年 学術文科・学術理科 ２００名（５学級） 

芸 術 科  ４０名｛１学級（音楽コース２０名・美術コース２０名）｝ 

Ⅱ 校訓 

「開 邦 雄 飛」 

「邦を開き世界に羽ばたく人材を育成する」という本校創立の理念を込め、当時（本土復帰後第三代）

の沖縄県知事 西銘 順治 氏により書された語。その書は現在も校内で大切に保存されている。生徒

達が県内のみならず国内外で活躍することを願い、平成十七年度に校訓として制定した。 

Ⅲ 校章

花の蕾と正方形を組み合わせたデザイン。 

開くことの期待と希望，そして雄志に燃える 

若者の限りない可能性と，豊かな知性の力を 

結実させる内なる象徴。それが，蕾と正方形。 

デザイン：高良 松一（創立時 美術科教諭） 

― 1 ―



Ⅳ 教育目標 

１ 教育目標 
科学技術及び芸術・文化を愛し，継承発展に寄与し，平和で安らぎと活力ある郷土及び世界の形成者

になるため， 校訓「開邦雄飛」を具現化し，常に向上心を持ち積極的な態度で次の目標達成のために

努力しなければならない。 

(1) 自己肯定感・自己効力感の高揚

自己理解を深め，様々なことに挑戦することで，自分のよさや可能性を認識する。

(2) 自走力の育成

己を律しつつ自立し，個性に応じて将来の進路を実現するために自ら主体的に学習に取り組む

力を育成する。 

(3) 課題発見力・批判的思考力・創造力の育成

社会の発展のために，常に課題意識を持ち，特定した課題を分析して，幅広い視野から最適解を

導くことのできる批判的思考力及び創造力を育成する。 

(4) 探究力の育成

物事の原理や真理を探究し続け，本質的な学びに向かい続ける姿勢・態度・心情を育成する。

(5) 思いやる心の育成

高い規範意識と道徳性を養い，他者の立場に立って考え，その心情を尊重して行動できる力を育

成する。 

(6) 相互理解力の育成

郷土文化に対する誇りと他文化に真摯に向き合うことのできる教養を身につけ，多様な価値観

や芸術・文化を重んじる豊かな感性及び国際性を育む。 

２ 目指す教職員像 
(1) 指導の方向性を一致させ，生徒の確かな学力の向上，自律的な生活態度の育成，希望進路を実現

させるために協働体制をとることができる教職員。

(2) 互いに支え合い，学び合い，高め合う誠実で寛容な教職員。

(3) 社会変化に応じて必要とされる資質能力の向上に取り組み，学び続ける教職員。

３ 学校経営方針 
(1) 「開邦スタンダード 2025」の実現

現役での国公立大学合格率 60％以上，難関 10 国立大学合格者 40 名以上，特に東京大学・京

都大学合わせて 10 名以上，九州大学 10 名以上，国公立大学医学科合格者数 20 名以上，東京藝

術大学合格者数３名以上の達成をめざす。 

(2) 質の高い授業実践と教科マネジメントの実施

① 主体的・対話的で深い学びのある授業を実践し，考える力・表現する力を育成する。

② 中学校における探究活動と高校における科学探究・文科探究・芸術探究の充実を図る。

③ 適切な課題・補習・面談を実施して，自学自習を促し，家庭学習時間の増加に努める。

④ 教科会を通して，生徒の実態の把握と，それを踏まえた授業改善に取り組む。

⑤ 大学入学共通テスト，個別試験の問題分析を通して，授業改善に繋がる研究を行う。

⑥ 中高６年間を見据えた教育計画・内容のＰＤＣＡを図る。

⑦ ＩＣＴ機器（１人１台端末）を活用し，生徒の主体的・協働的な学びを作り出す授業改善に

努める。

⑧ 早朝講座を開設し，生徒に主体的に選択させ，基礎学力の定着および個別試験に対応した高

い学力の習得を図る。

(3) キャリア教育及び進路指導の充実・強化

① 「開邦スタンダード 2025」実現のために，各種講座，面接・小論文指導の充実及び対外模試

等を実施する。

② 生徒の能力・適性等の把握に努め，二者面談・三者面談・進路検討会等を活用し，最後まで
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あきらめさせない指導を継続する。 

③ 各種データベースにより生徒の情報を共有し，全職員があらゆる場面で生徒を激励する。

④ 学年会を充実させ，高い目標に向かってチャレンジする気概を育成する。

⑤ 「職業人講話」，「職場体験（中学）」等を実施し幅広い視野から職業観を育成する。

⑥ 「総合的な探究の時間」の改善充実を図り，自発的，探究的な姿勢を育成する。

(4) 生徒指導・教育相談の充実・強化

① 生徒に寄り添う指導，生徒と向き合う指導を通して，自律的な生活態度の育成を図る。

② 「凡事徹底」を推進し，基本的な生活習慣の確立に努める。

③ スマートフォン使用のルールとマナーの涵養とＳＮＳの危険性を熟知させる。

④ 生徒会活動・委員会活動を支援し，自治意識の向上と自主的・自律的な活動を充実させる。

⑤ 心の健康の維持・増進を図るため，職員間の情報共有と緊密な連携を図り，スクールカウン

セラーを活用した教育相談の充実に努める。

(5) 特別活動の充実

① 心の拠り所となり自尊感情が得られる学級活動・ＨＲ活動の充実に努める。

② 学校行事等を充実させ，自主性，協調性，連帯感の育成に努める。

③ 規律ある部活動を奨励し，学年を超えた友情や仲間意識を育成する。

④ 県教育委員会のグローバル短期研修事業や留学事業の活用及び海外研修旅行等を実施し，異

文化理解を深め，グローバルに活躍する人材の育成に努める。

⑤ 図書館の充実を図り，読書活動を推進する。

(6) 道徳教育の推進と心豊かな生徒の育成

① 道徳教育は，年間指導計画に基づき，学校教育活動全体を通して行うように努める。

② 人権の意義や重要性を認識させるとともに，いじめの未然防止，早期対応に取り組む。

③ 自らの生き方・在り方を考えさせ，思いやりや感謝する心を育む。

④ 郷土の文化や芸術に親しみ，感性を豊かにすると共に，共感力や創造力を育む。

(7) 安全教育の充実・強化

① 学校全体を通して危機管理を徹底し，施設設備の安全点検，防災訓練等を実施する。

② 登下校時における安全指導を徹底し，交通マナーの向上に努める。

③ 備品，薬品の管理を徹底すると共に，授業，学校行事，部活動中の事故防止に努める。

(8) 開かれた学校づくりの推進

① 地域社会の教育資源を活用した教育活動を行うため，外部機関との連携及び外部人材の活用

を推進する。

② 学校説明会の改善・充実を図るとともに，中学校への説明会やオープンスクール等を実施

し，本校の情報を提供するとともにＰＲに努める。

③ 学校ホームページを活用し，生徒の活躍，学校教育の情報を発信する。

④ ＰＴＡ活動を充実させ，学校評議員等の活用を図り，地域の信頼関係を構築する。

(9) 校務処理の効率化と働き方改革の推進

① 校内ＬＡＮや教育機器の有効活用に努め，文書や情報の共有化を図る。

② 文書情報のデジタル化を推進し，施設や備品の効果的な活用を図る。

③ 法令に基づいた予算執行及び適正・迅速な文書処理に努める。

④ TimeNetsを活用し，各自勤務時間を管理し，ワーク・ライフ・バランスを重視し，働き方改

革に取り組む。

(10) 施設・設備の改善・充実

① 校内美化・緑化を推進し，情操豊かで潤いのある学習環境づくりに努める。

② 青藍寮の計画的な改修を行い，寮の生活環境向上に努める。

③ 教育活動に必要な消耗品・備品を精査，購入し，限られた予算の有効活用に努める。
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Ⅴ 校歌

校 歌 

 作詞 中村   凖 

 （ 初 代 校 長 ） 

   作曲 富原 守哉 

 （創立時 音楽科教諭） 
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Ⅵ 学校施設の概要 

１ 教室配置図 
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２．図 書 館   

（１） 施設    閲覧室  496 ㎡  机（12 台）・椅子（56 脚）・キャレルデスク（10 台） 

（２）蔵書（令和８年４月１日現在）

分  類 Ｋ 000 100 200 300 400 

項  目 郷土資料 総 記 哲 学 歴 史 社会科学 自然科学 

冊  数 1,343 850 1,223 1,755 3,395 3,466 

分  類 500 600 700 800 900 合計冊数 

項  目 技 術 産 業 芸 術 言 語 文 学 現在数 

冊  数 1091 524 2,941 1,349 9,408 27,345 

新 聞（5 紙） ① 沖縄タイムス ② 琉球新報 ③ 朝日新聞（東京版）

④ 読売新聞（東京版） ⑤ the japan times

雑 誌（26 誌） 

（３）図書館利用のきまり

① 土足厳禁。

② 鞄の持込み禁止。入口棚を利用する。

③ 飲食物持ち込み厳禁。

④ 携帯電話等の使用禁止。

⑤ 館内では静かに過ごす。

⑥ 図書を借りる場合は貸出手続きを行う。(1 人 3 冊 休日前 5 冊)

⑦ 図書は期限内に返却する。(貸出期間 1 週間)

（４）主な年間行事

１学期  新入生図書館利用オリエンテーション 

「子ども読書週間」企画展  

6.23 慰霊の日特設展 

２学期  国語科・芸術科美術コース・図書館主催 読書感想文・感想画コンクール 

読書旬刊特設展 

３学期  生徒作品集『雄飛』発刊・蔵書点検 

※「図書館だより」毎月発行
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(５) 令和８年度 読書活動推進年間計画

月 目 標 活 動 内 容 図 書 委 員 会 

４月 

５月 

・読書を通して，高校生活を見

つめさせる。

・個人年間読書目標を立てさせ

る。

・読書活動推進のために各部・

教科との協力体制を確立す

る。

（集団読書活動の推進） 

・身近なことへの問題意識を持

たせる。

・新入生図書館オリエンテーショ

ンの実施

・図書館利用案内の配布

・「子ども読書週間」に向けた取

り組み

・図書購入計画の作成・発注

・図書委員会の発足

・図書館の環境整備

・小論文関係の書籍紹介

・委員会発足～役員決め

・図書館便り発行

（１号～2 号）

・購入希望図書のとりまとめ

６月 

７月 

・読書を通して，改めて平和や

命の大切さについて考えさせ

る。

・夏季休業中の読書活動を考え

させる。

（集団読書活動の推進） 

・慰霊の日特設展の実施

・小論文関係資料目録の作成

・夏季休業中の読書活動を進める

ための展示・広報

・読書感想文・画コンクールに向

けた取り組み

・図書館便り発行

（3 号～4 号）

・慰霊の日特設展企画・運営

・課題図書の紹介

９月 

10 月 

・沖縄方言関係の図書に親しま

せる。方言について興味関心

を持たせる。

・人生を豊かにする読書を考え

させる。

・生徒の読書実態調査を行い，

読書指導につなげる。

・校内読書旬間の充実を図る。

（集団読書活動の推進）

・「しまくとぅばの日」に向けた

取り組み

・校内読書旬間に向けた取り組み

・生徒対象の読書実態調査

・校内ビブリオバトルの実施

・芸術鑑賞に関連した取り組み

・図書館便り発行

（5 号～6 号）

・校内読書週間の企画・運営

11 月 

12 月 

・沖縄関係図書に親しませ，郷

土について興味関心を持たせ

る。

・将来の進路について考えさせ

る読書活動を進める。

（集団読書活動の推進）

・海外文化に親しませる。

・職業観を高める取り組み

・生徒作品集『雄飛』発行に向け

た取り組み

・海外研修に関連した館内展示

・図書館便り発行

（7 号～8 号）

１月 

２月 

３月 

・韻文を読み，親しみを持たせ

て感受性を育む。

・現代文学作品に親しませる。

・１年間の読書活動を振り返ら

せる。

（集団読書活動の推進）

・百人一首や漢詩の展示

・芥川賞・直木賞に関連した取り

組み

・蔵書点検・備品点検

・図書の返本督促

・生徒作品集『雄飛』の発行

・反省・総括

・図書館便り発行

（9 号～11 号）

・返本の呼びかけ

・１年間の委員会活動の

反省・総括
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